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第１章 大気汚染常時監視調査結果

１ 環境監視体制の現状

平成１５年度は、８市２町の一般環境大気測定局２９局と大分市の自動車排出ガス測

定局２局で常時監視をおこなった。

各測定局の測定項目及び配置図を表１－１及び図１－２に示す。

表１－１ 大気常時監視測定局における測定項目

市　町　村
設置
主体

測 定 局
二酸化
硫黄

窒素
酸化物

一酸化
炭素

光化学
ｵｷｼﾀ゙ﾝﾄ

炭化水
素

浮遊
粒子状
物質

風向・
風速

大分市 市 王子中学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 南大分小学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 西部清掃事業所 ○ ○ ○ ○ ○

〃 東大分小学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 三佐小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 大東中学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 敷戸小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 大在小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○

〃 坂ノ市中学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 丹生小学校 ○ ○ ○ ○ ○

〃 戸次中学校 ○ ○ ○ ○ ○

別府市 県 青山中学校 ○ ○ ○ ○ ○

中津市 県 中津下毛地方振興局 ○ ○ ○ ○ ○

日田市 県 日田地方振興局 ○ ○ ○ ○ ○

佐伯市 県 佐伯南郡地方振興局 ○ ○ ○ ○ ○

市 石　間 ○ ○

〃 八幡小学校 ○ ○ ○ ○

臼杵市 県 臼杵市役所 ○ ○ ○ ○ ○

津久見市 県 津久見市役所 ○ ○ ○ ○ ○

市 青江小学校 ○ ○ ○ ○

〃 徳　浦 ○ ○ ○ ○

豊後高田市 市 豊後高田市役所 ○ ○

日出町 県 日出町鷹匠 ○ ○ ○ ○ ○

佐賀関町 県 佐賀関町役場 ○ ○ ○ ○ ○

町 田中（旧佐賀関高校） ○ ○

〃 早吸日女神社 ○ ○

〃 大志生木 ○ ○

自動車排ガス測定局

大分市 市 中央測定局 ○ ○ ○ ○ ○

〃 宮崎測定局 ○ ○ ○ ○ ○



- 2 -

図１－２ 大気汚染常時監視測定局配置

１ 中津下毛地方振興局 16 西部清掃事業所
２ 日出町鷹匠 17 敷戸小学校
３ 青山中学校 18 大東中学校
４ 佐賀関町役場 19 丹生小学校
５ 臼杵市役所 20 戸次中学校
６ 津久見市役所 21 大志生木
７ 佐伯南部地方振興局 22 早吸日女神社
８ 豊後高田市役所 23 田中(旧佐賀関高校)
９ 日田地方振興局 24 徳浦
10 王子中学校 25 青江小学校
11 東大分小学校 26 八幡小学校
12 三佐小学校 27 石間
13 大在小学校 28 中央測定局（自排局）
14 坂ノ市小学校 29 宮崎測定局（自排局）
15 南大分小学校

凡例 ○一般環境大気測定局（県設置局）

●一般環境大気測定局（市・町設置局）

▲自動車排ガス測定局（市設置局）
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２ 環境基準と評価方法

環境基準及び評価方法は次のように定められている。

環境基準及びその評価方法

（備考）長期的評価については、年間測定時間が6,000時間未満の場合には、評価対象としない。

１時間値の１日平
均値が0.04～
0.06
ppmのゾーン内、
又はそれ以下で
あること。

光化学
オキシダント

二酸化窒素区　分 二酸化硫黄 一酸化炭素
浮遊粒子状

物質

１時間値が
0.06ppm以下
であること。

１時間値の１日平
均値が0.04ppm以
下であり、かつ１
時間値が0.1ppm
以下であること。

１時間値の１日平
均値が10ppm以
下であり、かつ１
時間値の８時間
平均値が20ppm
以下であること。

短期的評価

年間における１日平均値のうち高い方から2％の範囲
内にあるものを除外したもの（１日平均値の2％除外値）
について行う。
ただし、１日平均値につき環境基準を超える日が２日以
上連続した場合は環境基準に適合しないこととする。

年間における１日
平均値のうち低い
方から98％に相
当するもの（１日
平均値の98％値）
について行う。

環境基準

長期的評価

１時間値の１日
平均値が0.10

mg/m3以下であ
り、かつ１時間値

が0.20mg/m3以
下であること。

１日平均値の2％
除外値が0.04ppm
以下であること。

１日平均値の2％
除外値が10ppm
以下であること。

１日平均値の2％
除外値が0.10

mg/m3以下であ
ること。

１日平均値の
98％値が0.04～
0.06
ppmのゾーン内又
はそれ以下である
こと。

－

１時間値が
0.06ppm以下
であること。

－

１時間値の１日平
均値が0.04ppm以
下であり、かつ１
時間値が0.1ppm
以下であること。

１時間値の１日平
均値が10ppm以
下であり、かつ１
時間値の８時間
平均値が20ppm
以下であること。

１時間値の１日
平均値が0.10

mg/m3以下であ
り、かつ１時間値

が0.20mg/m3以
下であること。
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３ 一般環境大気測定局における状況

（１）二酸化硫黄

平成１５年度の測定は、８市２町の２７測定局において実施した。

〈環境基準達成状況〉

・長期的評価

長期的評価の対象測定局となる２７測定局全てにおいて、一日平均値の２％除外値

が の範囲にあり、環境基準を達成している。0.005~0.019ppm

・短期的評価

短期的評価の対象測定局となる２７測定局全てにおいて、１時間値の環境基準値を

超えた時間はなかった。

表１－３ 二酸化硫黄に係る測定結果の概要（平成１５年度）

0.003 0.008 ppm年 平 均 値 ～

0.005 0.019 ppm日 平 均 値 の ２ ％ 除 外 値 ～

１時間値の環境基準値( )を超えた測定局及び時間数 － ( )0.10ppm 0

日平均値の環境基準値( )を超えた測定局数及び日数 － ( )0.04ppm 0

表１－４ 二酸化硫黄に係る環境基準の達成状況（長期的評価）

（大分市を除く県下の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 ２０ １９ １８ １８ １６

有 効 測 定 局 数 １９ １７ １８ １５ １６

達 成 局 数 １９ １７ １８ １５ １６

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －99.7 94.3 99.6 99.8

（大分市の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

有 効 測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

達 成 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －99.7 94.3 99.6 99.8

、 。※備考 １ 評価の対象となる有効測定局は 年間測定時間が 時間以上の測定局である6,000

２ 平成１５年度の全国達成率は未集計である。
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年平均値の経年変化を図１－５、図１－６に示す。全体では、ほぼ横ばいで推移してい

る。

図１－５ 二酸化硫黄に係る年平均値の経年変化（２７局平均）

図１－６ 二酸化硫黄に係る地域別年平均値の経年変化
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（２）窒素酸化物

平成１５年度の測定は、７市２町の２２測定局において実施した。

〈環境基準達成状況〉

・長期的評価

二酸化窒素について長期的評価の対象測定局となる２２測定局全てにおいて、１日

平均値の９８％値が ～ の範囲にあり、環境基準を達成している。0.020 0.034ppm

表１－７ 窒素酸化物に係る測定結果の概要（平成１５年度）

測 定 結 果

区 分 二酸化窒素 一酸化窒素

0.009 0.019 0.003 0.009年 平 均 値 ～ ～

0.020 0.034 0.010 0.041日 平 均 値 の ９ ８ ％ 値 ～ ～

表１－８ 二酸化窒素に係る環境基準の達成状況（長期的評価）

（大分市を除く県下の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

有 効 測 定 局 数 １１ １１ １１ １０ １１

達 成 局 数 １１ １１ １１ １０ １１

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －98.9 99.2 99.0 99.1

（大分市の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

有 効 測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

達 成 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －98.9 99.2 99.0 99.1

、 。※備考 １ 評価の対象となる有効測定局は 年間測定時間が 時間以上の測定局である6,000

２ 平成１５年度の全国達成率は未集計である。
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二酸化窒素の年平均値の経年変化を図１－９、図１－１０に示す。全体では、ほぼ横ば

いで推移している。

図１－９ 二酸化窒素に係る年平均値の経年変化（２２局平均）

図１－１０ 二酸化窒素に係る地域別年平均値の経年変化
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一酸化窒素の年平均値の経年変化を図１－１１、図１－１２に示す。全体では、ほぼ横

ばいで推移している。

図１－１１ 一酸化窒素に係る年平均値の経年変化（２２局平均）

図１－１２ 一酸化窒素に係る地域別年平均値の経年変化
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（３）浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）

平成１５年度の測定は、８市２町の２６局において実施した。

〈環境基準達成状況〉

・長期的評価

長期的評価の対象測定局となる２６測定局全てにおいて、１日平均値の２％除外値

が ～ ㎎ の範囲にあり、環境基準を達成している。0.031 0.073 /m3

・短期的評価

１時間値の環境基準値（ ㎎ ）を超えた測定局が５局あった。0.20 /m3

表１－１３ 浮遊粒子状物質に係る測定結果の概要（平成１５年度）

年 平 均 値 ㎎ ０．０１４～０．０２９/m3

日平均値の２％除外値 ㎎ ０．０３１～０．０７３/m3

１時間値の環境基準値 ㎎ 青江小学校( ) 坂ノ市中学校( )（ ）0.20 /m 1 13

を超えた局及び時間数 西部清掃事業所( ) 戸次中学校( )1 14

大在小学校( )1

表１－１４ 浮遊粒子状物質に係る環境基準の達成状況（長期的評価）

（大分市を除く県下の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １２ １６ １７ １７ １５

有 効 測 定 局 数 １１ １５ １６ １５ １５

達 成 局 数 １１ １１ １５ ９ １５

100.0 73.3 93.8 60.0 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －90.1 84.4 66.6 52.5

（大分市の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

有 効 測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

達 成 局 数 １１ ７ １１ ５ １１

100.0 63.6 100.0 45.5 100.0達 成 率 ％

全 国 達 成 率 ％ －90.1 84.4 66.6 52.5

、 。※備考 １ 評価の対象となる有効測定局は 年間測定時間が 時間以上の測定局である6,000

２ 平成１５年度の全国達成率は未集計である。
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年平均値の経年変化を図１－１５、図１－１６に示す。全体では、ほぼ横ばいで推移し

ている。

図１－１５ 浮遊粒子状物質に係る年平均値の経年変化（２６局平均）

図１－１６ 浮遊粒子状物質に係る地域別年平均値の経年変化
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（４）光化学オキシダント（Ｏｘ）

平成１５年度の測定は、７市２町の１９局において実施した。

〈環境基準達成状況〉

１９測定局全てが昼間（５～２０時）の１時間値の環境基準値（ ）を超えて0.06ppm

おり、環境基準に適合しなかった。

また、光化学オキシダントの注意報発令基準濃度である を上回ることはなか0.12ppm

った。

表１－１７ 光化学オキシダントに係る測定結果の概要（平成１５年度）

昼間の１時間値の年平均値 ０．０２２～０．０３６ppm

中津下毛地方振興局( ) 三佐小学校( )218 194

昼間の１時間値が を超えた 日出町鷹匠( ) 大在小学校( )0.06ppm 50 572

局及び時間数 青山中学校( ) 坂ノ市中学校( )173 442

佐賀関町役場( ) 南大分小学校( )53 99

日田地方振興局( ) 西部清掃事業所( )206 434

臼杵市役所( ) 敷戸小学校( )215 282

津久見市役所( ) 大東中学校( )140 465

佐伯南郡地方振興局( ) 丹生小学校( )203 523

王子中学校( ) 戸次中学校( )161 509

東大分小学校( )34

表１－１８ 光化学オキシダントに係る環境基準の達成状況

（大分市を除く県下の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 ８ ８ ８ ８ ８

達 成 局 数 ０ ０ ０ ０ ０

達 成 率 ％ ０ ０ ０ ０ ０

全 国 達 成 率 ％ －0.3 0.6 0.6 0.5

（大分市の測定局）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １１ １１ １１ １１ １１

達 成 局 数 ０ ０ ０ ０ ０

達 成 率 ％ ０ ０ ０ ０ ０

全 国 達 成 率 ％ －0.3 0.6 0.6 0.5

、 。※備考 １ 評価の対象となる有効測定局は 年間測定時間が 時間以上の測定局である6,000

２ 平成１５年度の全国達成率は未集計である。

表１－１９ 注意報発令濃度 以上の出現状況0.12ppm

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

0.12ppm昼間の１時間値が
０ ０ ０ ７ ０

以上の延べ日数

※備考 各測定局について、昼間に 以上の濃度が出現した日数を合計したものである。0.12ppm
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昼間の年平均値の経年変化を図１－２０、図１－２１に示す。全体では、ほぼ横ばいで

推移している。

図１－２０ 光化学オキシダントに係る昼間の年平均値の経年変化（１９局平均）

図１－２１ 光化学オキシダントに係る地域別昼間の年平均値の経年変化
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（５）一酸化炭素

平成１５年度の測定は、三佐小学校（大分市）１局において実施した。

〈環境基準達成状況〉

・長期的評価

長期的評価において、１日平均値の２％除外値は となり、環境基準( )0.7ppm 10ppm

を達成した。

・短期的評価

１時間値の８時間平均値の環境基準値( )及び１時間値の１日平均値の環境規20ppm

準( )の超過は無かった。10ppm

表１－２２ 一酸化炭素に係る測定結果の概要（平成１５年度）

年 平 均 値 ｐｐｍ ０．４

日 平 均 値 の ２ ％ 除 外 値 ｐｐｍ ０．７

（ ）１時間値の８時間平均値の環境基準 20ppm
０

を超えた時間数

１時間値の１日平均値の環境基準（ ）10ppm
０

を超えた日数

表１－２３ 一酸化炭素に係る環境基準の達成状況（長期的評価）

区 分 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

測 定 局 数 １ １ １ １ １

有 効 測 定 局 数 １ １ １ １ １

達 成 局 数 １ １ １ １ １

達 成 率 ％ １００ １００ １００ １００ １００

全 国 達 成 率 ％ １００ １００ １００ １００ －

、 。※備考 １ 評価の対象となる有効測定局は 年間測定時間が 時間以上の測定局である6,000

２ 平成１５年度の全国達成率は未集計である。

三佐測定局の年平均値の経年変化を図１－２４に示す。ほぼ横ばいで推移している。

図１－２４ 一酸化炭素に係る年平均値の経年変化（三佐測定局）
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（６）非メタン炭化水素

平成１５年度の測定は、大分市の三佐小学校、大在小学校、敷戸小学校の３局におい

て実施した。

〈環境基準達成状況〉

非メタン炭化水素には、環境基準に対応する濃度として、午前６時から９時までの３

時間平均値に指針値が設けられている(３時間平均値が から )。0.20ppmC 0.31ppmC

この指針値の上限( )を超えた日数は、三佐小学校で４８日、大在小学校で１0.31ppmC

３日、敷戸小学校で１日である。

表１－２５ 非メタン炭化水素に係る測定結果の概要（平成１５年度）

区 分 三佐小学校 大在小学校 敷戸小学校

６～９時における年平均値 ｐｐｍ ０．２１ ０．１４ ０．１３

６～９時の３時間平均値が １７７ ５６ ４９0.20ppmC

を超えた日数とその割合 ( ) ( ) ( )49.0% 15.4% 13.4%

６～９時の３時間平均値が ４８ １３ １0.31ppmC

を超えた日数とその割合 ( ) ( ) ( )13.3% 3.6% 0.3%

６～９時の年平均値の経年変化を図１－２５に示す。長期的には減少傾向にある。

図１－２６ 非メタン炭化水素に係る年平均値（６～９時）の経年変化
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４ 自動車排出ガス測定局における状況

自動車排出ガス測定局は、大分駅前の大分中央測定局、大分市宮崎の宮崎測定局の２

局が設置されており、窒素酸化物、浮遊粒子状物質、一酸化炭素及び炭化水素の監視を

行っている。

（１）窒素酸化物

二酸化窒素において、１日平均値の９８％値は中央測定局で 、宮崎測定局で0.053ppm

となっており、環境基準の長期的評価を達成している。0.051ppm

また、年平均値は中央測定局で一酸化窒素 、二酸化窒素 、宮崎測定0.071ppm 0.038ppm

局で一酸化窒素 、二酸化窒素 であった。0.054ppm 0.035ppm

年平均値の経年変化を図１－２７に示す。全体としてほぼ横ばいで推移している。

図１－２７ 窒素酸化物に係る年平均値の経年変化
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（３）一酸化炭素

環境基準の長期的評価においては、１日平均値が環境基準値( )を超えたことは10ppm

なく、１日平均値の２％除外値は中央測定局で 、宮崎測定局で となって1.5ppm 1.4ppm

おり、環境基準を達成している。

短期的評価においても、８時間平均値が環境基準値( )を超えることはなく、環20ppm

境基準を達成している。

また、１時間値の最高値が中央測定局で 、宮崎測定局で 、年平均値は中4.5ppm 3.8ppm

央測定局で 、宮崎測定局で であった。1.0ppm 0.9ppm

年平均値の経年変化を図１－２９に示す。近年はやや減少傾向にある。

図１－２９ 一酸化炭素に係る年平均値の経年変化

（平成１０年度は欠測）

（４）炭化水素
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環境基準に準ずる濃度である非メタン炭化水素の指針値の上限( )を超えた日0.31ppmC
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年平均値の経年変化を図１－３０に示す。近年はやや減少傾向にある。

図１－３０ 非メタン炭化水素に係る年平均値（６～９時）の経年変化
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